
【背景と目的】

SARS-CoV-2に対する抗体検査は、感染後の免疫応答、
感染の実態を把握する疫学的役割、及びワクチンによる予

防効果を解析するうえで重要な役割を担う。今回、COVID-
19患者とワクチン接種後の医療従事者を対象にウイルス
Sタンパクの S1ドメインに対する抗体（S1-IgG）を検出す
る試薬を用い、S1-IgGと中和活性との相関とその動態を解
析した。

【材料と方法】

抗体測定の検体は SARS-CoV-2 RT-PCR検査陽性 76症例
（軽症 4、中等症Ⅰ52、中等症Ⅱ16、重症 4）の血清 220検
体とワクチン（BNT162b2 ファイザー社）2回接種後の当
院医療従事者 116名から採取した血清 116検体とした。医
療従事者由来血清はワクチン 2回接種後約 2ヶ月目に実施
された職員健診時に同意を得て採取した。S1-IgGはビトロ
ス SARS-CoV-2 S1 Quant IgG 抗体試薬（Ortho社）、Nタン
パクに対する総抗体（N抗体）は、Elecsys Anti-SARS-CoV-
2 RUO（Roche社）によって測定した。中和活性は SARS-

CoV-2 Neutralization Antibody Detection Kit （Genscript社）
による ELISAによって測定した。
【結果】

S1-IgG抗体価と中和活性の相関は r=0.878（p<0.0001） 
で高い相関を認めた。COVID-19患者では S1-IgG陽性率と
抗体価は経時的に上昇し、重症及び中等症Ⅱ群は中等症

Ⅰ及び軽症群に比べて発症早期から上昇する傾向が認めら

れた。ワクチン接種者では、全例で S1-IgGが上昇し、1名
を除き中和活性も確認された。また、S1-IgGと中和活性は
N抗体陽性者(接種前の既感染者)がより高値を示した。
【考察】

S1-IgG測定試薬による抗体価は中和活性と高い相関を示
し、ワクチン接種後の予防効果の判定に有用と考えられた。

S1-IgG抗体価は COVID-19患者における重症度を反映する
ことが示唆された。今後は SARS-CoV-2感染後及びワクチン

接種後の中和活性の持続期間についても検討する必要があ

ると考える。
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